
様式３ 

令和３年度学生支援プロジェクト事業成果報告書 

 

大学生が香川の農業を発信！ 

KaNoHa Project 
 

代表者  平木直都（農学部応用生物科学科２年） 

 

 

 

１．目的と概要 

このプロジェクト事業は、香川県の農家と消費者の距離を縮めることと香川の農業や

農作物を様々な方法で発信して地産地消を促進することを目的にしています。農学部で

勉学に励んでいるものの、実際に地域で農業に関わることはあまりありません。また、

日本の食料自給率は低い水準で外国産の食料が多く輸入されています。すなわち、地産

地消があまり行われておらず、生産者の顔が消費者には見えにくくなっています。本プ

ロジェクト事業は活動を通して農業が抱える課題を見つけ、それに大学生の立場から関

り、どういった方法で解決できるかを探ります。 

 

 

２．実施期間（実施日） 

令和３年４月１日から 令和４年３月３１日まで 

 

 

３．成果の内容及びその分析・評価等 

このプロジェクト事業は、地域イベントへの参加、農作業活動、商品開発活動を主に

行いました。 

地域のイベントでは、アスパラ大騒がないと食の学校に参加しました。アスパラ大騒

がないでは、アスパラガスを育てている農家を訪問しました。そこで生産者のこだわり

や生産に対する思いなどをインタビューし、アスパラーズと名付けたキャラクターを作

りました。アスパラ大騒がないはアスパラガスの香川県オリジナル品種であるさぬきの

めざめを PR するイベントであるため、PR 効果があったと感じています。 



 

 
また、食の学校では、小学生とともに農家やうどん屋など食の生産者をインタビュー

し、発表のお手伝いをしました。また、小学生に多様な視点で物事を考えることを伝え

るためのワークショップを行いました。 

   

これらのイベントは目的や参加者の対象が決まっていたため、効果は得られやすかっ

たと考えています。農産物や一次産業を発信できるよい機会だと思いました。 

農作業活動は「香川大

学学生ベンチャーファー

ム」の一環として行いま

した。KaNoHa Project は

農産物を生産から販売ま

でできるようにすること

を目標としており、実際

にやり遂げることができました。また、収穫した

野菜は商品開発活動にも利用しました。メンバー

で創作料理を考えて調理し、SNS で料理の写真や

レシピを発信しました。 

農作業活動は農地が広く、管理が大変でした

が、他の団体とも協力しながら取り組めました。

農業ができることはなかなかないうえ、生産から

販売まで携われたのは貴重な経験となりました。

また、商品開発活動は新たな調理方法を考える場となり、メンバーの個性豊かな発想を

形にすることができたと思います。 

 

 



 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

このプロジェクト事業を実施したことにより、地域とのつながりを多く持つことがで

きました。農家だけでなく、メディアや農産品の販売店の方などと関わることができま

した。地域社会では、イベントに参加することで主に関わり、メンバーの豊かな発想力

を発揮できたのは良い効果をもたらしたと思っています。また、本学においても、

KADAIGEST で取り上げられるなど活動に注目いただけました。 

 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

学生生活においては、講義とは異なる視点や立場から農業に関わることができ、たい

へん有意義な事業であったと思っています。学外で活動することが多かったことから新

型コロナウイルスの感染状況によって活動は変化せざるを得ませんでしたが、学外に出

ることで実際の現場を知ることができました。また、イベントでは自分たちでいろいろ

なアイデアを出して、それを形にするといったものが多かったため、発想力や創造力が

上がったのではないかと思います。 

 

 

６．反省点・今後の展望（計画）・感想等 

反省点として、当初の予定通りには活動ができなかったことが挙げられます。新型コ

ロナウイルスの感染状況も活動に影響していますが、学外で活動することが多いことか

ら多くの変更が必要となりました。 

この 1 年間の事業を通して多くのことを学べ、地域の方ともつながりを持つことがで

きました。メンバーは香川県外出身の人が多いため、香川県を深く知るきっかけにもな

りました。今後は、これまで得た人とのつながりを活かしつつ、新型コロナウイルスと

の共存を見据えた計画を立てる予定です。また、今年度できなかった活動は来年度でで

きるようにしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７．実施メンバー 

  代表者 平木 直都（農学部２年） 

  構成員 緒方 優花（農学部３年）     木下 花菜（創造工学部３年） 

      小谷 茂々笑（医学部３年）    福井 宏和（農学部３年） 

      藤井 誌音（農学部３年）     堀内 日向歩（農学部３年） 

      増井 理紗（農学部３年）     安部 凜太郎（農学部２年） 

      小野 玉貴（農学部２年）     金島 志将（農学部２年） 

      河村 奏音（教育学部２年）    高橋 美羽（農学部２年） 

      上田 樹怜（農学部１年）     大森 藍子（農学部１年） 

      四宮 佳歩（農学部１年）     髙木 碧燦（農学部１年） 

      髙橋 萌々菜（農学部１年）    舟本 鈴羽（農学部１年） 

      堀内 悠輝（医学部１年）     堀  健太（農学部１年） 

      村手 紗英（農学部１年）     山下 真里奈（農学部１年） 

      山室 万由子（農学部１年）    吉野 成（農学部１年） 

 

 

８．執行経費内訳書 

配 分 予 算 額 １９８，２９４円 

執行経費（品目等） 数量 単価(円) 金額(円) 備 考 

交通費 

交通費 

交通費 

交通費 

消耗品 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１，１８０ 

１，１８０ 

１，１６０ 

１，２６０ 

４，３７８ 

 

１，１８０ 

１，１８０ 

１，１６０ 

１，２６０ 

４，３７８ 

 

 

 

 

 

 

 

合   計   ９，１５８  

 

 


